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6． 事業事前評価表 
 

１．協力対象事業名 

  エジプト・アラブ共和国 第二次地域環境監視網整備計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

（１） 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
エジプトは中近東地域の大国であり、政治的安定と穏健な外交政策を維持しつつ、中東和平プロ
セスにおいて重要な役割を果たしている。高い人口増加率、貧困、失業者増大等の問題を抱えて
おり、援助需要が大きいため、援助を通じて両国の友好関係を維持・強化していくことが中東地域
全体の政治的安定に貢献し、ひいては我が国への石油の安定供給にもつながる。したがって、同
国の経済復興と政治的安定はエジプトのみならず、中東ひいては日本の経済的、政治的安定に結
びつくもので中東およびアフリカ諸国全体の平和維持に欠かせない。 

（２）当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
エジプトは工業化の進展とともに環境悪化が進行し、都市住民の健康を脅かす要因となっている。
同国政府は 1994 年に環境法を制定するとともに環境庁を設立し、公害防止対策の推進に取り組
んでいる。この中で環境監視を最重要項目の１つに掲げており、全国の汚染発生源の実態を正確
に把握することが緊急、且つ重要な課題とされてきた。このため環境庁は地方分権化政策に基づ
き、全国を８つの環境行政区に分け、それぞれに地方環境監視局(RBO)を設置し、公害・環境問
題に取り組む姿勢を示している。しかしながら、同国単独の努力だけでは人材不足、監視機材の不
足等の理由により、目的達成のための有効な手立てを講じることができず、我が国はエジプト政府
の要請に基づき、1996年に無償資金協力により５ヶ所のRBO（カイロ、アレキサンドリア、タンタ、マ
ンスーラ、スエズ）について、機材調達を行った。さらに、1997年から2000年にかけては、プロジェ
クト方式技術協力により人材の育成に協力してきた。こうした協力の成果により、汚染発生源の解明
が着実に進んでいるが、現在あるラボ(カイロ中央監視センター(CCC)及び 5RBO)では全国レベル
で汚染の実態を把握していくことは困難な状況にある。このため、残りの３ヶ所の RBO に環境監視
用機材を整備し、エジプト全土をカバーする環境監視体制を築くことが急務となっている。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

３ヶ所（アシュート、アスワン、ハルガダ）の RBO において、環境監視用機材を整備することにより、
全国レベルの環境監視ネットワークを完成させることを目的とする。 

４．協力対象事業の内容 

（1）  対象地域 
エジプト国全域 

（2） アウトプット 
● 新設の３RBOに大気および水質の分析に必要な機材が整備される。 
● 既存の５RBOとCCCにラボの分析能力を高める機材が整備される。 

（3）  インプット 
【日本側】 
l 新設の３RBOに対し、環境モニタリング用機材の調達 
l 既設の５RBOとCCCに対し、環境モニタリング用機材の補充調達 
l エジプト側の実施する研修成果を踏まえ、ソフトコンポーネントにより、機材取り扱いについて
の技術指導と協力効果を高めるためのセミナーの開催 
【エジプト側】 
l RBO建物の建設 
l 新設３RBOラボのスタッフを対象にした研修（ソフトコンポーネント前に実施） 
l 技術指導に係る指導者の確保 
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（4）  総事業費 
概算総事業費 9.04億円（日本側 5.48億円、エジプト側 3.56億円） 

（5）  スケジュール 
詳細設計期間を含め約 12ヶ月の工期を予定 

（6）  実施体制 
エジプト・アラブ共和国 環境庁（EEAA） 

５． プロジェクトの成果 

（１） プロジェクトの裨益対象の範囲および規模 
範 囲 ：  エジプト国全域 
規 模 ：  裨益人口はエジプトの全国民（6,250万人）。但し、新設の３RBOに限定すると、これ

らが管轄する地域の住民 1,500万人が裨益の対象となる。 
（２） 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 
事業効果の発現は、施設が運営開始されてから３年後の2007年を目標年とし、その指標は環境
モニタリングの実施件数または試料数の変化を数値で表すものとする。成果指標は以下表に示
すとおり。 

成果指標 現況(2002年) 
(5RBO) 

目標年(2007年) 
(8RBO) 

発生源モニタリング件数 500 800 
一般環境モニタリング試料数（水質） 660 1050 
一般環境モニタリング試料数（大気） 625 1000 

 
（３） その他の成果指標 
工場等の査察件数の増加は、行政指導により工場の汚染源施設の改善に結びつくと思われる。
成果の指標は、2001年 3月にRBOの権限が法令で定められてから100を越す指導件数が基
準となる（約 60件/年）。 

成果指標 現況(2002年) 
(5RBO) 

目標年(2007年) 
(8RBO) 

施設改善に係る行政指導件数 60 95～100 
単位：件数/年 

６．外部要因リスク(事業の目的（プロジェクトの目標）の達成に関するもの) 

（１） 分析技術に関するトレーニング 
環境監視活動を円滑に推進させるためには、十分な分析技術に関するトレーニングが継続され
る必要がある。CCC は、セントラルラボとして技術面のサポートを担っているが、ラボスタッフのト
レーニングやリファレンスラボとしての精度管理を機能させることが不可欠である。 

（２） 施設の運営、維持管理のための組織、予算の充実 
ラボ施設の運営・維持管理には、技術、スタッフの充実が望ましい。また、ラボ施設の活動に伴
う、機器のメンテナンス、ガラス器具や試薬等の消耗品の購入のための十分な予算措置が必要
である。 施設の運営、維持管理には年間約236万 L.E(6,471万円相当)の経費がかかると見積
もられているが、この予算を確保することが重要な課題であり、本事業の目的達成に不可欠であ
る。 

７．今後の評価計画 

（１） 事後評価に用いる成果指標 
l  発生源モニタリング件数（工場等固定排出源を対象） 
l  一般環境モニタリング試料数（水質） 
l  一般環境モニタリング試料数（大気） 

（２） 評価のタイミング 
  2007年以降 
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